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１. 健普協会員の活動ストーリー

健普協
諸活動の
活性化

業績
向上

会員目標は

地域信頼度
№1

施工実績
増加

活動活動の理想的な循環の理想的な循環イメージイメージ 諸活動が、確実に業績向上につながること。諸活動が、確実に業績向上につながること。

めざすは、
コミュニティビルダー

への変革



２. 健康住宅普及協会の 活 動 目 的

会員相互及び関係諸機関との連会員相互及び関係諸機関との連
携による共同研究を行い、携による共同研究を行い、

人が安全で快適に暮らせ、そして人が安全で快適に暮らせ、そして
耐久性の高い器、そのような健康耐久性の高い器、そのような健康
住宅を広く社会に建設し住宅を広く社会に建設し,,普及する普及する

こと。こと。

そして、国民の保健及び福祉をそして、国民の保健及び福祉を
増進し、健康なまちづくりの推進と増進し、健康なまちづくりの推進と
環境の保全を図り、環境と共存す環境の保全を図り、環境と共存す
る家をつくることで地域貢献する。る家をつくることで地域貢献する。
（（20012001年年1111月月NPONPO法人化時の設立趣旨より）法人化時の設立趣旨より）

基本理念

健普協の
活動目的は、
健康住宅の
研究そして
建設・普及！

設立の原点を、もう一度再確認！設立の原点を、もう一度再確認！



３. 健康住宅普及協会の 事 業 内 容

設立当初からの事業内容について設立当初からの事業内容について

●真の健康住宅への研究成果を会員へフィードバック

●一般消費者等への啓発・普及活動

●健康住宅建設事業者の育成：“健康住宅指導員”

●健康住宅認定制度の充実：健康住宅認定項目の拡充

●健康住宅に関わる調査（検査）受託と研究および指導

研究／
啓発

健康住宅
の
普及
システム
づくり

事業ポイントは、健康住宅の研究を事業ポイントは、健康住宅の研究をさらに進めさらに進め、建設に携わる人を育て、、建設に携わる人を育て、

健康健康住宅の普及を推進すること。住宅の普及を推進すること。



4. 健康住宅普及協会の 歴 史 を知っておこう

1990.8 健康住宅推進協議会設立 研究スタート

1992.10 健康住宅普及協会設立

住宅問題
●夏暑い、冬寒い家屋
●結露・カビの多発問題
●家自体の耐久性が低い

2001.11 NPO法人化
2000.10

住宅性能表示制度スタート
（新築住宅対象）

2002.8
中古住宅対象に住宅性能表示制度

2003.7 建築基準法改正
●ホルムアルデヒド発散建築材料の制限
●24時間機械換気設備の義務付け

1997.9 健康住宅の定義を8項目に決定

1999 健康住宅認定基準（ガイドライン）の決定
（高気密・高断熱・計画換気仕様住宅をベース）

2004 健康住宅指導員制度スタート

2005 新しい時代に向け組織改革

～2003 厚生労働省補助金による研究業務継続

シックハウス問題

活動の主な歩み活動の主な歩み

住まいの健康診断スタート

今までは立ち上げ期、黎明期であり、本格的な事業化はこれから。



5. 健康住宅普及協会 2005改革のねらい と 意義 と 今後

●今までの活動は、住宅の性能・機能
（ハード）の論議が中心。一般消費者には、
理解しにくいし、伝わらない。

2005 2005 改革テーマの実践改革テーマの実践

もう一度もう一度

NPONPO原点に立ち返り、原点に立ち返り、

消費者視点の活動へ消費者視点の活動へ

●これからの消費者が求める、消費者が●これからの消費者が求める、消費者が

納得納得する健康住宅の普及を目指すする健康住宅の普及を目指す

●●そのために取り組むそのために取り組む““健康健康””の概念を広げるの概念を広げる

＜＜今今 までまで ＞＞ 家（ハード）を軸とした健康家（ハード）を軸とした健康

＜これから＞＜これから＞ 家（ハード）＋住む人の健康家（ハード）＋住む人の健康

●健康住宅の概念そのものが、あいまい。

健普協の諸活動もインパクトに欠ける。

●IT 化の進展、安全対策・環境重視、危機
管理、少子・高齢社会など、社会構造、消
費者意識は大きく変化。

新しい健康住宅への模索が必要となってい
る。

これまでの活動の問題点・課題

発展に向けての改革着手発展に向けての改革着手 2006年 組織改革をすすめ、活動のあり方を見直す。



6.  めざすは、コミュニティビルダー 活動の実現。

コミュニティ
ビルダー

（信頼度地域№1）
アドバイス

できるビルダー

学び勉強する
ビルダー

STEP1STEP1

●消費者視点の●消費者視点の
変革へ。変革へ。知識・知識・
技術技術の習の習得と得と
追追求求の開始の開始

⇒業績の拡大

ビルダー

●知識・技術と●知識・技術と
血縁・地縁を血縁・地縁を
保保持持活活用用

STEP2STEP2

STEP3STEP3

●消費者視点の●消費者視点の
知識・技術知識・技術 の習得の習得

と追求と追求

●消費者視点の●消費者視点の
知識・技術知識・技術 の習得の習得

と追求と追求

言い換えれば、本質的な言い換えれば、本質的な ““勝ち組み勝ち組み””

へのストーリーであるへのストーリーである

健普協は、この健普協は、このSTEP STEP をつくるをつくる！

●健康住宅●健康住宅指導員指導員
資格を取得し相談・資格を取得し相談・
アドバイスができるアドバイスができる
人材の育成人材の育成

●健康住宅の●健康住宅の診断診断
やや認定検査認定検査を実施を実施

しているしている

●健康住宅●健康住宅指導員指導員
資格を取得し相談・資格を取得し相談・
アドバイスができるアドバイスができる
人材の存在人材の存在

●自社建築物件●自社建築物件
ががPOE POE で高く評価で高く評価

されるされる

健普協の活動

会員は、その活用を工夫し、
自社の業務に取り入れる



7. コミュニティビルダーの仕事

コミュニティ
ビルダ－

住環境に

関わる課題

健康・安心・安全に

関わる課題

情報の発信・受信・整理に

関わる課題

COMMUNITY COMMUNITY 
DEVELOPMENTDEVELOPMENT

COMMUNITY COMMUNITY 
DEVELOPMENTDEVELOPMENT

COMMUNITY COMMUNITY 
DEVELOPMENTDEVELOPMENT

COMMUNITY 
DEVELOPMENT

LOCAL LOCAL 
COMMUNITYCOMMUNITY

コミュニティビルダーの役割は、コミュニティビルダーの役割は、

““コミュニティ・ディベロップメントコミュニティ・ディベロップメント““！！

諸課題の解決と提案と実践諸課題の解決と提案と実践

地域社会における地域社会における

●相談者●相談者

●解決・提案者●解決・提案者

●指導者●指導者

●施工者●施工者……



8. 健康住宅普及協会 戦略の展開（2006～）

技術習得研修・
セミナーの充実

認定基準
項目の検討

現代的課題の
シンポジウム・
講演会開催

モデルハウス
地域宣伝・啓発
キャンペーン

研究委員会の
新設・整理統合

P O E 調査
（ユーザー評価）
の導入

ハウスショー
等へ出展

外部機関との
共同研究

カリキュラム・
資料等の整備

健康診断等受託
項目のアップ

1.時代を先取りした時代を先取りした

研究・啓発活動研究・啓発活動

研究・啓発活動の充実と発展

2.ユーザー評価を含むユーザー評価を含む

総合的な住宅判定総合的な住宅判定

健康住宅認定制度の充実と発展

3.幅広く健康的な暮らし幅広く健康的な暮らしのの

アドバイスができるアドバイスができる
コミュニティビルダーコミュニティビルダーの育成の育成

健康住宅指導員制度の充実と発展

情報発信の
充実

認定申請の
増強活動

フォロー研修の
充実

評価データ集積
分析と活用

認定住宅
ユーザーの
ネットワーク化

認定住宅

エンブレム等
の検討

指導員制度の
継続

キャリアアップ
システムの構築

地域イベント
活性化

知名度
向上

認定

信頼度
の向上

建設会員
信頼度の
向上

健
普
協
認
定
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
・質
の
高
い
ビ
ル
ダ
ー
の
育
成

技術を身につけ、活かす

データ分析力をつけ、科学的にモノを考える

時代キャッチ力をつける


